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スーパーマーケット景気動向調査 
 

2022年 11月調査結果（10月実績） 

（2022年 11月 22日公表） 
 

スーパーマーケット中核店舗を対象として経営動向や景気判断を調査し、月次でスーパーマーケ

ット経営を取り巻く内外の環境変化を定量的に明らかにすることを目的としています。またスーパ

ーマーケット販売統計調査における売上変動の要因やカテゴリー別好不調要因を補足する役割を果

たすことも期待しています。 

 

【経営動向調査】 

1.経営状況：「売上」「収益」「生鮮品仕入原価」「食品仕入原価」「販売価格」「客単価」「来客数」 

スーパーマーケット中核店舗における各経営状況について 

・前年同月と比較し「かなり増加」から「かなり減少」までの５段階で評価 

・前年同月を 100とした当月の値を調査 ※2014年 4月実績より 

2.カテゴリー動向：「青果」「水産」「畜産」「惣菜」「日配」「一般食品」「非食品」 

スーパーマーケット中核店舗における各カテゴリーに販売動向について、 

・前年同月と比較し「かなり好調」から「かなり不調」までの５段階で評価 

・各カテゴリーの好不調要因についてのコメント 

 

経営動向調査 DI（Diffusion Index）の算出方法  

回答構成比（％）に以下の点数を乗じて DIを算出  

かなり改善＋0.5・やや改善＋0.25・変わらない±0 ・やや悪化－0.25・かなり悪化－0.5  

※すべて企業が「変わらない」と回答した場合、DIは「0」 

 

【景況感調査】 

1.景況感：「景気状況」「消費者購買意欲」「店舗周辺の競合状況」「店舗周辺地域の景気」につい

て、 

・２～３ヵ月前と比較した現状について「かなり改善」から「かなり悪化」まで 5段階で評価 

・今後２～３ヵ月の見通しについて「かなり改善」から「かなり悪化」までの 5段階で評価 

 

景況感 DI（Diffusion Index）の算出方法  

回答構成比（％）に以下の点数を乗じて DIを算出  

かなり改善＋1.0・やや改善＋0.75・変わらない＋0.5 ・やや悪化＋0.25・かなり悪化＋0  

※すべて企業が「変わらない」と回答した場合、DIは「50」 

 

一般社団法人 全国スーパーマーケット協会 

一般社団法人 日本スーパーマーケット協会 

オール日本スーパーマーケット協会 
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11 月調査（10月実績）結果概況 

現状判断が大幅に改善、見通し判断も改善

 

 

※DI値は前年同月との比較／（）内は前月 DIからの変化  

景気判断DI

当月：４４．７（＋５．４）

前月：３９．３

店舗周辺地域 景気判断DI

当月：４４．１（＋４．３）

前月：３９．８

消費者購買意欲DI

当月：４４．５（＋５．５）

前月：３９．０

周辺地域 競合状況DI

当月：４２．７（＋２．３）

前月：４０．４

店舗周辺地域 景気判断DI

当月：４１．６（＋２．８）

前月：３８．８

消費者購買意欲DI

当月：４０．７（＋３．６）

前月：３７．１

周辺地域 競合状況DI

当月：４１．１（＋１．７）

前月：３９．４

現状判断

見通し判断

売上高DI

当月：１．９（＋１１．８）

前月：－９．９

生鮮品仕入原価DI

当月：２１．１（＋２．３）

前月：１８．８

販売価格DI

当月：２４．２（＋３．９）

前月：２０．３

客単価DI

当月：１４．０（＋５．５）

前月：８．５

食品仕入原価DI

当月：２２．９（＋０．５）

前月：２２．４

来客数DI

当月：－９．８（＋８．６）

前月：－１８．４

経営動向調査

景気判断DI

当月：３９．６（＋３．１）

前月：３６．５

景況感調査

青果DI

当月：１．５（＋１６．３）

前月：－１４．８

畜産DI

当月：６．７（＋１１．６）

前月：－４．９

水産DI

当月：－９．０（＋１２．２）

前月：－２１．２

惣菜DI

当月：１５．０（＋７．７）

前月：７．３

非食品DI

当月：１．４（＋７．８）

前月：－６．４

収益DI

当月：－４．３（＋８．２）

前月：－１２．５

カテゴリー動向

経営状況

日配DI

当月：３．９（＋１１．５）

前月：－７．６

一般食品DI

当月：－４．０（＋１．６）

前月：－５．６

10月のスーパーマーケット中核店舗における景気判断 DIの現状判断は、前月から+5.4の 44.7、見通し

判断は前月から+3.1の 39.6 となり、現状判断が大幅に改善、見通し判断も改善をみせた。 

経営動向調査では、売上高 DI は前月より大幅に上昇しプラス圏を回復、収益 DI も上昇し、マイナス幅

を縮小した。生鮮品仕入原価 DI と食品仕入原価 DI はさらに上昇した影響で、販売価格 DI や客単価 DI

の上昇が続いている。来客数 DI は引き続きマイナス圏での推移となっているものの、前月からは上昇をみ

せた。 

カテゴリー動向調査では、すべてのカテゴリーが前月より上昇しており、特にこれまで内食需要の減少に

より低迷していた生鮮品カテゴリーで上昇幅が大きくなった。また前年に比べ低めの気温で推移したこと

で、ホットメニュー、季節商材が好調に推移したこともあって、日配カテゴリーの上昇幅も大きくなっている。

（カテゴリー動向は最終ページに詳細を掲載） 

景況感調査では、現状判断 DI が大幅な改善をみせたほか、見通し判断にも、改善傾向がみられた。

（長期傾向については P11参照） 

イベントや行楽が再開されたことで家庭内食品需要が抑えられ買上点数の減少傾向に大きな変化はみ

られないが、１０月は値上げが多く、客単価が上昇し売上高としては好調の店舗が多い。今月の動向が示

すように、長期化する生活全般に及ぶ物価上昇は「節約志向の受け皿」として、ふたたび内食需要を促す

可能性が高い。今後、年末にかけて全国旅行支援や飲食店支援策による影響も懸念されるが、観光客に

よる消費や、外食からの「代替消費」への対応も重要となるだろう。またポイント還元など消費喚起策を行う

自治体も増えている中、生活防衛意識の高まりを受け止める施策が重要な局面となっている。 
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結果詳細 Ⅰ．経営動向調査（2014年 1月～） 

1. 売上高 DI 

前月より上昇、小幅ながら 7か月ぶりプラス圏 

 

2. 収益 DI 

前月から上昇も、7か月連続マイナス圏で推移 

 

3. 販売価格 DI 

前月から上昇し、調査開始以来最高値を更新 

 

4. 客単価 DI 

前月から上昇し、プラス幅は二桁に拡大 

 

 

回答構成比（％） かなり減少 やや減少 変わらない やや増加 かなり増加 DI

売上高（前月） 12.8 39.4 26.7 16.7 4.4 -9.9 

売上高（当月） 5.7 26.1 26.8 37.6 3.8 1.9
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回答構成比（％） かなり減少 やや減少 変わらない やや増加 かなり増加 DI

収益（前月） 18.5 36.5 26.4 13.5 5.1 -12.5 

収益（当月） 7.7 32.7 35.3 17.9 6.4 -4.3 
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回答構成比（％） かなり減少 やや減少 変わらない やや増加 かなり増加 DI

販売価格（前月） 0.6 1.7 22.8 66.1 8.9 20.3

販売価格（当月） 0.0 1.9 14.0 69.4 14.6 24.2

-20

-10

0

10

20

30

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

販売価格DI 3 区間移動平均 (販売価格DI)販売価格DI

回答構成比（％） かなり減少 やや減少 変わらない やや増加 かなり増加 DI

客単価（前月） 2.2 13.3 37.8 41.7 5.0 8.5

客単価（当月） 0.0 8.3 31.8 55.4 4.5 14.0
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5. 来客数 DI 

前月から上昇し、マイナス幅を縮小 

 

 

6. 生鮮仕入原価 DI 

前月からさらに上昇、二桁プラス圏で推移 

 

 

7. 食品仕入原価 DI 

高止まり傾向が続き 19か月連続プラス圏で推移 

 

 

 

 

 

  

回答構成比（％） かなり減少 やや減少 変わらない やや増加 かなり増加 DI

来客数（前月） 15.5 51.9 23.8 8.3 0.6 -18.4 

来客数（当月） 9.6 38.5 35.3 14.7 1.9 -9.8 
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来客数DI

回答構成比（％） かなり減少 やや減少 変わらない やや増加 かなり増加 DI

生鮮仕入原価（前月） 1.7 8.0 18.8 56.8 14.8 18.8

生鮮仕入原価（当月） 2.0 2.6 21.1 57.9 16.4 21.1
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回答構成比（％） かなり減少 やや減少 変わらない やや増加 かなり増加 DI

食品仕入原価（前月） 1.7 3.4 16.6 60.0 18.3 22.4

食品仕入原価（当月） 2.6 3.3 13.8 60.5 19.7 22.9
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Ⅱ. 景況感調査（2014年 4月～／周辺地域景気判断 2010年 4月～） 

1. 中核店舗景気判断 DI 

現状判断が大幅に改善、見通し判断も改善 

 

 

2. 消費者購買意欲 DI 

現状判断が大幅に改善、見通し判断も改善 

 

 

3. 中核店舗周辺競合状況 DI 

現状判断、見通し判断共に小幅に改善 

 

回答構成比（％） かなり悪化 やや悪化 変わらない やや改善 かなり改善 DI

【現状】景気判断（前月） 4.9 38.5 51.6 4.4 0.5 39.3

【現状】景気判断（当月） 4.5 26.8 54.8 13.4 0.6 44.7

回答構成比（％） かなり悪化 やや悪化 変わらない やや改善 かなり改善 DI

【見通し】景気判断（前月） 7.1 44.0 44.5 4.4 0.0 36.5

【見通し】景気判断（当月） 5.0 40.3 45.9 8.8 0.0 39.6
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景気判断DI

回答構成比（％） かなり悪化 やや悪化 変わらない やや改善 かなり改善 DI

【現状】購買意欲（前月） 5.5 37.4 53.8 2.2 1.1 39.0

【現状】購買意欲（当月） 1.3 30.0 58.8 9.4 0.6 44.5

回答構成比（％） かなり悪化 やや悪化 変わらない やや改善 かなり改善 DI

【見通し】購買意欲（前月） 6.0 43.4 47.3 2.7 0.5 37.1

【見通し】購買意欲（当月） 1.3 41.5 50.3 6.9 0.0 40.7
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回答構成比（％） かなり悪化 やや悪化 変わらない やや改善 かなり改善 DI

【現状】競合状況（前月） 6.0 29.1 62.1 2.7 0.0 40.4

【現状】競合状況（当月） 3.8 27.5 63.1 5.6 0.0 42.7

回答構成比（％） かなり悪化 やや悪化 変わらない やや改善 かなり改善 DI

【見通し】競合状況（前月） 7.1 30.2 60.4 2.2 0.0 39.4

【見通し】競合状況（当月） 4.4 30.6 61.3 3.8 0.0 41.1
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4. 中核店舗周辺地域景気判断 DI 

現状判断が大幅に改善、見通し判断も改善 

  

 

 

・中核店舗周辺地域景気判断 DI 長期傾向（2010年 4月～） 

周辺地域景気判断 DIは、2011年 3月の東日本大震災以降低迷を続けていたが、12年 11月から 16 ヵ月

にわたる改善が続き、14年 3月には現状判断 DIが 51.5を記録した。14年 4月の消費税率 8％への引き上げ

により、大幅に悪化したものの、その後徐々に持直しをみせ、2015年 5月には現状判断 DIは 51.6にまで達

し、調査開始以来の最高値を更新した。 

しかしこれをピークに、その後 15 ヵ月間にわたり悪化傾向が続き 16年 9月には、現状判断 DIは 43.4まで

低迷した。以後方向感の乏しい推移が続いていたが、18年の後半から悪化傾向が顕著となり、徐々にその水準

を切り下げており、19年 7月には現状判断 DIは 42.3まで低下した。 

20年 2月に大幅に悪化したが、その後持ち直しの動きが続いた。21年以降は、感染状況により上下に振ら

れる不安定な動きが続いた。22年 4月以降悪化が続き、6月にはすべての移動平均線が下向きへと変化した

感染が再拡大した７月以降には一旦大幅な改善をみせたが、その後は低迷、10月に再び改善するなど方向感

のない不安定な推移となっている。 

 

 

回答構成比（％） かなり悪化 やや悪化 変わらない やや改善 かなり改善 DI

【現状】地域景気（前月） 2.2 38.1 58.0 1.7 0.0 39.8

【現状】地域景気（当月） 1.3 28.1 63.8 6.9 0.0 44.1

回答構成比（％） かなり悪化 やや悪化 変わらない やや改善 かなり改善 DI

【見通し】地域景気（前月） 2.2 42.5 53.0 2.2 0.0 38.8

【見通し】地域景気（当月） 1.9 35.0 58.1 5.0 0.0 41.6
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Ⅲ.カテゴリー別動向 

 

1. 青果 DI：1.5（やや好調） 

 

内食需要の落ち着きによる買上点数の減少は見られるものの、一部の野菜類には相場高による単価上

昇がみられた。前年より低い気温で推移した地域では、葉物や白ネギ、菌類など鍋関連野菜、煮物用の

根菜類が好調となった店舗が多い。サラダ関連野菜は好不調の判断がわかれた。国産果物類はおおむね

供給が安定しており、りんごや柿、梨が比較的好調に推移したが、出荷の遅れているみかんは伸び悩ん

だ。バナナやキウイなどの輸入果実は円安による価格高騰の影響で不振となっている。 

 

2. 水産 DI：-9.0（やや不調） 

 

燃料費や養殖飼料等高騰による相場高が続いており、サーモンなど輸入魚や冷凍品の価格上昇が続いてい

る。サンマや秋鮭は入荷には一部に回復傾向がみられた店舗もみられた。刺身類は、養殖魚を中心に仕入れ

価格が高騰しており、販売に苦心するコメントが多い。前年より低い気温で推移した地域では、鍋関連商材の動

きがよかった。家飲み需要の落ち着きもあって、塩干類も点数減で厳しい状況が続いている。 

 

3. 畜産 DI：6.7（やや好調） 

 

相場の高騰が続き、買上点数の伸び悩みは続いているが、前年より気温が低く推移した地域を中心に、豚肉

や鶏団子など鍋物用の商材の動きがよかった店舗が多く、やや好調となった。内食需要の落ち着きにより加工

肉は低迷が続いている。牛肉は国産、輸入ともに動きが良くないが、鶏肉は国産を中心に回復傾向がみられた

店舗が多かった。原価高騰により利益が圧迫されているとのコメントが多くみられた。 

回答構成比（％） かなり不調 やや不調 変わらない やや好調 かなり好調 DI

青果（前月） 15.8 46.8 21.1 13.5 2.9 -14.8 

青果（当月） 7.4 28.9 23.5 30.9 9.4 1.5
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水産（前月） 32.6 35.5 19.2 9.9 2.9 -21.2 

水産（当月） 12.0 38.0 29.3 15.3 5.3 -9.0 
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畜産（前月） 12.2 30.8 27.9 22.7 6.4 -4.9 

畜産（当月） 4.7 22.1 24.8 38.3 10.1 6.7
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4. 惣菜 DI：15.0（好調） 

 

調理油の値上げの影響もあり、天ぷら、唐揚げやコロッケなどの揚げ物類、中華惣菜を中心に引き続き好調と

なった。行楽需要やイベント再開、通勤再開による夕方以降の需要回復により米飯類、寿司類の動きがよかっ

た店舗も多い。前年より低い気温により麺類などホットメニューも好調に推移した。一方で家飲み用のおつまみ

惣菜は伸び悩み傾向とのコメントも。原材料や資材の値上げが続き、利益を圧迫する状況が続いている。 

 

5. 日配 DI：3.9（やや好調） 

 

全般的に値上げの影響で買上点数の減少傾向はみられるが、パン類は、一品単価の上昇により売上高とし

ては好調に推移している。前年より低い気温で推移した地域では、鍋物、おでん関連の練り物や水物、うどんな

どホットメニューの動きがよかった。冷凍食品や機能性の乳酸菌飲料は引き続き好調。一方で飲料やアイス類は

低めの気温で動きが鈍かった。前年好調であったチルドピザ、キムチなどの発酵食品、チーズやバターなどに

は反動減で落ち着きがみられた。 

 

6. 一般食品：-4.0（やや不調） 

 

値上げ、家庭内食事需要の縮小による販売数量減を指摘するコメントが多いが、単価の上昇により売上高を

確保した店舗が多い。前年より低い気温で推移したことで鍋物用のつゆ、スープや麺類などのホットメニューは

好調に推移した。米類は相場安が続くが、買上点数は伸びず不調が続いている。値上がり後低迷していた食用

油や小麦粉には回復傾向がみられた店舗も。酒類は当月に一斉値上げがあり、前月に特売を仕掛けた店舗が

多く、反動減がみられた。競合店舗との価格競争激化を指摘するコメントがみられた。 

 

回答構成比（％） かなり不調 やや不調 変わらない やや好調 かなり好調 DI

惣菜（前月） 4.1 18.7 33.9 30.4 12.9 7.3

惣菜（当月） 2.7 12.2 23.0 46.6 15.5 15.0
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日配（前月） 8.7 37.8 32.0 18.0 3.5 -7.6 

日配（当月） 3.4 24.3 32.4 33.1 6.8 3.9
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回答構成比（％） かなり不調 やや不調 変わらない やや好調 かなり好調 DI

一般食品（前月） 8.7 36.4 28.3 22.0 4.6 -5.6 

一般食品（当月） 6.0 31.1 37.7 23.2 2.0 -4.0 
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7. 非食品 DI：1.4（やや好調） 

 

感染状況により、マスクやハンドソープ、除菌関連などの衛生用品は好不調が地域によって分かれた。紙コッ

プや割り箸などの行楽、アウトドア関連も好調に推移した。外出機会が増えた影響か、洗剤などの家庭用品、ト

イレットペーパー、キッチンペーパーなどの紙製品は不調。値上げの影響で競合業態への流出もみられる。前

年１０月に値上げがあったタバコは、反動で好調に推移した。 

 

カテゴリー別 DIによる好不調判断 

かなり好調： ～ 20     好調： 20 ～ 10   やや好調：10 ～ 0 

やや不調 ： 0 ～ -10   不調：-10 ～ -20   かなり不調： -20～    

 

 

2022年 11月調査（10月実績）キーワード TOP3 

1. 価格上昇による単価上昇 

2. 内食需要低下と買い控えによる買上点数減 

3. 前年より低い気温による季節商材好調 

 

（参考）2021年 11月調査（10月実績）キーワード TOP3 

1. 気温が高く季節商材不調 

2. 緊急事態宣言解除による客数減と原価等上昇による単価増 

3. 日曜日が前年より１日多い 

 

スーパーマーケット景気動向調査 集計数 

10月実績速報版  159社 

9月実績確報版  182社 

 

 

スーパーマーケット景気動向調査に関するお問い合わせ  

スーパーマーケット統計事務局 tokei@super.or.jp 

 

 

 

 

 

回答構成比（％） かなり不調 やや不調 変わらない やや好調 かなり好調 DI

非食品（前月） 15.4 30.2 27.8 17.8 8.9 -6.4 

非食品（当月） 8.2 20.5 37.7 24.7 8.9 1.4
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